












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































課の名義で，n o . 1 6～2 5のまちづくり情報帳の送付にあわせて配布した．
2 0 0 2年3月1 1日に郵送で配布し，郵送・ＦＡＸによる回収，窓口におけ
る直接回収を行った．8 5通を回収し，うち有効回答数は6 9通，回収率は
3 1 . 9％であった．回答者の年齢は6 1歳以上が3 2名，4 1歳～6 0歳までが























































































































































































































0% 50% 100% 0% 50% 100%
実際に参加したことがある
機会があれば参加してみたい
考えたことがない
実際に学習会等を自ら開いたことが
　ある
学習会等を自ら企画してみたい
考えたことがない
実際に情報帳に類するものを作成し
たことがある
自らつくってみたいと考えている
考えたことがない
①地権者型
②生涯学習型
③苦情型
④建築協定型
⑤ＮＰＯ型
全体平均
図５－３－５ まちづくりに取り組む姿勢の類型毎の役割意識の一致の分析
課題がずれており，内容も殆ど読まれておらず役割意識そのものが形成
されていない．地権者型と生涯学習型の問題意識と課題はあまりずれて
おらず，「学習会を企画する」「まちづくり情報帳を制作する」といった
関わり方は地権者型に少し見られるものの，どちらかというと「学習会
に参加する」関わり方が多い．生涯学習型はまちづくり情報帳をじっく
りと読むが，地権者型は読まず，地権者型に対して学習会などの施策を
充実させることが，まちづくり情報帳の有効性を高めることにつながる．
建築協定型とＮＰＯ型は全体的に能動的な役割意識を持っており，ＮＰ
Ｏ型が特にその傾向が強い．問題意識と課題のずれを見ると，ＮＰＯ型
は多少ずれが見られるが，建築協定型は最もずれが少ない．
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５－４ まとめ
本章では，「まちづくり情報帳」の作成の計画技術を報告し，市民
の評価を調査した．
①まちづくり情報帳の計画技術
まちづくり情報帳の特徴は「課題の広がり」と「主体の広がり」
を前提としたところにあり，具体的な技術として，「課題の広がり」に対
応した①情報が蓄積された課題からの段階的な発行，「主体の広がり」に
対応した②市民側の主体が使いやすく作りやすい仕様，を明らかにした．
②まちづくり情報帳の市民評価
評価については，市民を「問題意識」「役割意識」「財産に関わる
問題かどうか」の３軸より，「生涯学習型」「苦情型」「ＮＰＯ型」「建築
協定型」「地権者型」に類型化し，それぞれの「問題意識」「役割意識」
と情報帳の「課題の広がり」「主体の広がり」の合致を調査した。評価を
見ると，５タイプのそれぞれの傾向が明らかになった．問題意識とうま
く一致し，読み手層となっているのは生涯学習型，建築協定型，ＮＰＯ
型であり，学習会が組み合わされることによってそこに地権者型が加わ
る．これらのうち建築協定型，ＮＰＯ型はまちづくり情報帳の企画，制
作側に回りたいという積極的な役割意識も持っている．苦情型の問題意
識には対応出来ておらず読まれてもいない．
まちづくり情報帳は鶴岡市の市町村マスタープランにおいて，全
体構想，地域別構想などを支える「基盤的な文書」として作成されてい
る．市民評価を通じて，この「基盤的な文書」に対して市民が多様に問
題意識を形成し，多様な「役割意識」を形成していることが明らかとな
った．実際のまちづくりの現場では，建築協定型，ＮＰＯ型の人材を中
心に据えて，苦情型の意向をうまく受けとめつつ，生涯学習を通じて人
材を育成し，地権者の協力を引き出す，といった形で，５タイプの市民
の役割を組み合わせることが求められる．今後はまちづくり情報帳を基
盤として，市民の中に新たな関係性を創出することが望まれる．
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